


 

 

 
【決算のポイント】 
 

① 2017.3月期第2四半期は、前年に対して増収増益となり、ほぼ予想通り 
   

② 営業収益（対前年+229億円） 
     デリバリー事業：継続する通販市場の成長や、 「宅急便コンパクト」「ネコポス」の拡販が進んだことに 
               よる宅急便取扱個数の増加 
   ノンデリバリー事業：貿易物流等の海外関連事業が伸び悩んだものの、既存サービスを中心に 
                                 堅調に推移  
 

③ 営業利益（対前年+29億円） 
    営業収益の伸びに加え、デリバリー事業を中心に、業務量に応じたコストコントロールを実施   
     しかし、業務量の増加に加え、労働需給の逼迫により、委託費も含めた人的コストは増加傾向 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【2017.3月期第2四半期決算の業績】 
  

① 外的要因による費用増加 
  ・割引率変更による退職給付費用の増加と外形標準課税の増税による影響は 
      約30億円 
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【セグメント毎の主な収益増減要因】 

① デリバリー事業（増収増益） 
   増収 ： 宅急便 取扱個数 +9.4％（リテール +4.4％ 法人市場 +14.8％）、営業収入 +4.6％ 
               小口商流の取扱個数が対前年+5.5％と好調 
               「宅急便コンパクト」「ネコポス」も個数の押し上げに寄与 
  減収 ： クロネコDM便 取扱冊数 +0.4％、営業収入 ▲3.3％ 
   
② BIZ-ロジ事業（減収減益） 
   増収 ： 販売物流（既存顧客のご利用が好調） 
   減収 ： 海外関連事業（貿易物流において主に自動車関連顧客の荷動き低調） 
       マルチメンテナンス事業（前期のリコール案件の増収分を補えず） 
 
③ ホームコンビニ事業（増収減益） 
  減収 ： テクニカルネットワーク事業（前期のリコール案件の増収分を補えなかったことに加え、 
               太陽光電池やエネファーム等の家庭用エコ設備の販売が業界全体で不振）                            
 
④ e-ビジネス事業（増収増益） 
    増収 ： e-ロジソリューション（通販や企業への納品物流が伸長） 
      セットアップ・ロジサービス（ＭＶＮＯ事業者向けサービスが好調） 
 
⑤ フィナンシャル事業（増収減益） 
    増収 ： リース事業（トラックを中心としたファイナンス・リースや割賦販売が順調に推移） 
    減収 ： 代引決済市場縮小の影響で、ペイメント事業（旧称宅急便コレクト事業）が伸び悩み 
 
⑥ オートワークス事業（減収減益） 
    増収 ： 車両整備件数は増加 
    減収 ： 燃料販売単価の下落の影響 



【連結営業費用の主な増減】 
 
① 連結営業費用は対前年+3.0％ 
 
② 当社を取り巻く環境の悪化 

  ・外形標準課税の増税（+16億円）→租税公課の増加 
  ・退職給付費用の増加（割引率変更により+15億円） 
  ・労働需給の逼迫→業務量の増加と合わせ、人件費、委託費等の、主に集配に関わる     
                                 人的コストの上昇 
 
③ 引き続き採用活動は強化しつつ、生産性向上施策の推進およびコストコントロールを徹底 
 



【四半期別営業利益動向】 
 
① 対前年差で収益・費用をチャート化 
 
② 第2四半期単体では、対前年3億円の減益 
 

③ 第2四半期における主な利益増減要因 

  収入面 ： 宅急便の取扱個数の増加等による増収はあったものの、貿易物流を 
          中心に海外関連事業において想定以上の収入の伸び悩み 
     費用面 ： 業務量の増加に加え、労働需給の逼迫により、人件費、委託費等の、   
         主に集配に関わる人的コストの上昇 

 

 

 

 

 

 
 



【宅急便の推移】 
 
① 取扱個数、単価ともにほぼ計画通り 
 
② 取扱個数  対前年  +9.4％      
    ・大口の通販顧客は引き続き大きく伸長 
    ・「宅急便コンパクト」、「ネコポス」の拡販の進展 
    ・小口商流の出荷も増加傾向 
 
③ 単価  対前年   ▲4.3％      
   ・大口通販顧客を中心とした出荷増や「宅急便コンパクト」、「ネコポス」の拡販に伴う       
      下落 
 
④ 「宅急便コンパクト」、「ネコポス」の動向 
    ・第1四半期に引き続き、発送窓口を拡大 
   ・今後も更なる増送を図る 



【クロネコDM便の推移】  

 

① 取扱冊数は計画より上振れ、単価はほぼ計画通り 
 

② 取扱冊数  対前年 +0.4％     
・クロネコメール便廃止の影響が一巡していることに加え、既存の大口のお客様を    
 中心に発送が拡大 
・市場縮小、他社からの安売り攻勢は継続 
 

③ 単価    対前年  ▲3.4％     
・大口のお客様を中心に発送が拡大したため、単価は下落 



【海外宅急便の進捗】 
 
① 不採算取引の見直しにより個数減少傾向が継続 
 
② 利益については全体的に改善傾向 

 



【2017年3月期業績予想】 

 
① 連結営業収益：総額は前回予想から変更無し 
             引き続き収益予想達成に向け取り組む 
                          対前年 +435億円、+3.1％ 
 
② 連結営業利益：こちらも、総額では変更無し 
             外的要因による費用増加（通期80億円）は当初想定通り 
            対前年 ▲35億円、▲5.2％ 
 
③ 費用面では、外的要因の影響が大きいことに加え、人的コストの上昇も継続を見込む 
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【連結営業費用の増減分析】 
 
① 営業収益が対前年3.3％増に対し、営業費用は3.0％増 
 
② 人件費 ： 対前年+92億円（+2.6％） 

  「退職給付費用」 ： 対前年+17億円（+26.4％） …うち割引率の変更（0.9％から0.1％）による増額は+15億円 
   「人件費その他」 ： 対前年+21億円 
     ・法定福利費       …対前年+10億円 
     ・日雇給料     …対前年▲0.3億円 
 
③ 下払経費 ： 対前年+141億円（+5.3％） 

  「委託費」： 対前年+93億円（+9.0％） 
     ・デリバリー事業…対前年+79億円 
     宅急便の増加に加え、労働需給逼迫の影響により宅急便配達委託が増加 
     特に第2四半期においては採用の遅れ等により委託の使用が増加 

     ・ノンデリバリー事業…対前年+14億円 
     主にe-ビジネス事業において、案件増加による増収に伴い作業委託等の使用が増加 

  「傭車費」 ： 対前年+61億円（+7.2％） 
    今期から勘定科目を変更し、その他経費内「道路使用料」の中の傭車関連費用（20億円強）を傭車費に 
    計上しており、この影響を除くと+4.4％となり、取扱個数の増加に対して適切にコントロール 

  「下払その他」 ： 対前年▲13億円 
   →リース事業好調のため売上原価は増加 
     原油価格下落により仕入原価が減少 
     海外関連事業の減収に伴い混載運賃が減少 
 
④ 車両費 ： 対前年▲11億円（▲5.2％） 原油価格下落の影響 
 
⑤ その他経費 ： 対前年+27億円（+1.8％） 
     ・外形標準課税   …+16億円 
   →純利益への影響 ： 外形標準課税増税により11億円のマイナス、法人税率引下げにより4億円のプラス 
     ・減価償却費      …▲8億円 
      

     



【デリバリー営業費用の増減分析】 
 
内容はスライド１０の説明と重複するので省略 

 

 

 

 

 

 

 



【セグメント別業績予想】 

 
① デリバリー事業 
    ・宅急便 ： 足元の状況を踏まえ、前回予想から600万個増加 
  （通期 対前年+7.5％、下期単体 +5.8％ 宅急便新サービス発売に伴う急速な伸びが一巡する 
   ことに加え、取引適正化の取組み等の影響や前期のうるう年の影響を踏まえ、伸び率は 
   上期より鈍化すると予想） 

    ・クロネコＤＭ便 ： 前回予想から6,000万冊の増加 
  （通期 対前年▲1.7％、下期単体 ▲3.7％ 上期の実績を踏まえ、冊数の予想は上方修正した 
   が、市場全体の縮小傾向や競争環境は大きな変化なしと予想） 
    ・宅急便取扱個数予想の上方修正により、前回予想から収益は20億円上方修正 
 
② ノンデリバリー事業 
    ・営業収益については、足元の状況を踏まえ、e-ビジネス事業を前回予想から5億円上方修正し、   
      BIZ-ロジ事業を25億円下方修正 

    ・営業利益については、e-ビジネス事業を前回予想から5億円上方修正し、BIZ-ロジ事業を 
     5億円下方修正 
 



【営業費用予想】 
 
① 営業費用全体額の通期予想については、前回予想から変更無し 
    対前年でみると営業収益予想+3.1％に対して営業費用予想は+3.5％ 
  外的要因による費用増が大きな負担 
 
② 収益面では高付加価値モデルを推進し、費用面ではネットワークの改革に 
     取り組み、利益率向上を図る 
 
③ 前回予想からの変更点 
  ・社員給与は足元の採用状況に合わせ前回予想から40億円減少 
  ・戦力確保のため、委託費は前回予想から50億円増加 
  ・下払経費「その他」は、海外関連事業の状況を踏まえ、混載運賃の減少を 
     見込み、前回予想から10億円の減少 
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